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積
も
っ
た
雪
も
解
け
、
ふ
き
の

と
う
が
芽
を
出
し
は
じ
め
、
金
木

町
に
も
よ
う
や
く
春
が
や
っ
て
来

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
広

報
を
ご
覧
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
 

私
は
、
高
校
を
卒
業
し
て
横
浜

磯
子
区
に
あ
る
開
東
芝
生
産
技
術

研
究
所
に
入
所
し
ま
し
た
。
 

入
所
し
て
一
年
目
は
、
職
場
に

配
属
さ
れ
て
か
ら
直
ぐ
に
戦
力
に

な
れ
る
よ
う
に
訓
練
校
と
い
う
会

社
の
中
の
学
校
に
通
い
、
学
科
や

技
術
の
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
去

年
e
三
月
の
終
わ
り
に
現
在
の
職

場
に
配
属
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
 

訓
練
校
で
学
ん
だ
こ
と
が
仕
事
に

役
立
っ
て
い
る
か
は
怪
し
く
、
先

輩
に
ー
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
て
い

る
よ
う
な
状
態
で
す
。
 

そ
ん
な
こ
ん
な
で
ア
ッ
と
い
う

間
に
過
ぎ
た
ニ
年
。
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
仕
事
や
周
り
の
環
境
に

早
く
慣
れ
よ
う
と
毎
日
毎
日
が
一

生
懸
命
だ
っ
た
の
か
な
あ
と
思
い

ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
全
力
疾
走
で
な

く
、
趣
味
に
時
間
を
使
っ
た
り
し

な
が
ら
少
し
ゆ
つ
く
り
歩
き
た
い

で
す
。
 

え
え
ー
と
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
私
は
「
ふ
る
さ
と
か
な
ぎ
会
」
 

に
入
会
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
 

同
年
代
の
入
会
者
が
あ
ま
り
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
「
元
気
で
ら

が
あ
」
を
ご
覧
の
関
東
周
辺
に
在

住
の
若
い
方
は
、
是
非
入
会
し
て

下
さ
い
。
そ
し
て
今
年
開
か
れ
る

総
会
で
会
い
ま
し
ょ
う
。
 

汗

を
流
し

て
気

分
爽
快
 

一
 
日
頃

の
運
動
不
足
を
解
消
し
、
 

ツ
 
体
力
づ
く
り
を
し
よ
う
と
「
体
力

の
 
づ
く
り
講
座
・
ェ
ア
ロ
ビ
ク
K
J
 

て
 
が
三
月
二
十
三
日
、
金
木
町
商
工

加
 
会
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
o
 

」
『
 
同

商
工
会
が
主
催
し
た
こ
の
講

一
 
座
は
、
弘
前
市
在
住
の
フ
リ
ー
の
 

”
 
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
小
野
郁
子
さ

け
 
ん
を
講
師
に
迎
え
て
開
い
た
も
の

ス
 
で
す
。
 

。
 

始
め
に
小
野
さ
ん
か
ら
「
今
日

▲
 
は
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
体
を
動
か
 

し
楽
し
ん
で
下
さ
い
」
と
挨
拶
。
 

こ
の
後
、
動
き
ゃ
す
い
ジ
ャ
ー
ジ

に
身
を
包
ん
だ
参
加
者
は
、
ニ
ュ
 

ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
軽
快
な
リ
ズ

ム
に
乗
っ
て
心
地
良
い
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。
 

一
時
間
に
も
及
ぶ
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
が
終
わ
り
、
次
々
と
流
れ
る
汗

を
拭
き
な
が
ら
参
加
者
は
「
皆
で

一
緒
に
運
動
す
る
の
は
楽
し
い
、
 

又
、
是
非
開
い
て
欲
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
 

好
評
に
つ
き
、
秋
に
は
第
二
回

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

“
瀬
尾
さ
ん
と
ヒ
バ
曲
物
 

「
ヒバ
曲
物
」
 

県
伝
統
工
芸品
に
指
定
 

瀬
尾
義
朋
さ
ん
田
の
瀬
尾
曲
物

工
芸
「
ヒ
バ
曲
物
」
 
が
、こ
の
ほ

ど
青
森
県
伝
統
工
芸
品
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
 

県
内
の
伝
統
工
芸
産
業
の
振
興

策
の
一
環
と
し
て
設
け
た
初
の
指

定
制
度
「
県
伝
統
工
芸
品
」
 
に
、
 

金
木
町
の
瀬
尾
曲
物
工
芸
を
含
む

二
十
三
品
を
指
定
。
日
常
生
活
に

根
ざ
し
、
大
部
分
が
手
工
業
的
に
 

五
十
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
な
ど

の
要
件
を
満
た
す
も
の
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
 

瀬
尾
曲
物
工
芸
は
今
年
、
創
業

百
三
十
年
。
義
朋
さ
ん
で
三
代
目

に
な
り
、
日
本
で
た
だ
一
人
の
ひ

ば
の
曲
物
づ
く
り
職
人
。
 

指
定
を
受
け
て
瀬
尾
さ
ん
は
、
 

「良
い
P
R
に
も
な
る
し
、
励
み

に
な
り
ま
す
」
と
話
し
、
先
日
あ

っ
た
県
外
か
ら
の
大
量
注
文
に
、
 

猫
の
手
も
借
り
た
い
と
嬉
し
い
悲

鳴
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
ち
の
で
き
ご
と
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二
十
七
代
 

木
村
庄
之
助
特
別
講
演
 

結
び
の
名
勝
負
を
裁
い
て
き
た

お
な
じ
み
の
立
行
司
、
二
十
七
代

木
村
庄
之
助
（
熊
谷
宗
吉
）
に
よ

る
特
別
講
演
が
金
木
町
商
工
会
館

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
 
「名
横
綱
に

よ
る
男
土
俵
の
闘
い
方
」
と
題
し

て
講
演
し
ま
し
た
。
 

金
木
町
商
工
会
で
主
催
し
た
講

演
会
に
は
、
町
内
の
相
撲
フ
ァ
ン

約
七
十
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。
 

立
ち
会
い
か
ら
勝
負
が
決
ま
る

ま
で
の
瞬
時
に
全
神
経
を
集
中
さ

せ
た
厳
し
い
立
行
司
の
地
位
に
あ

る
こ
と
十
六
年
余
り
、
平
成
二
年

に
は
定
年
を
迎
え
現
役
を
退
い
た

熊
谷
さ
ん
は
、
 
「横
綱
に
な
る
人
 

は
必
ず
惜
し
み
な
い
努
力
を
し
て

い
る
。
千
代
の
富
士
関

（
現
 
九

重
親
方
）
と
高
見
山
関

（
現
 東

関
親
方
）
の
二
人
は
稽
古
の
鬼
だ

っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
な
が

ら
、

一
般
社
会
も
相
撲
界
も
同
じ

く
絶
え
ざ
る
鍛
練
の
大
切
さ
を
説

い
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
他
、
生
家
の
旅
館
に
大
相

撲
の
巡
業
が
泊
ま
っ
た
の
を
機
に

相
撲
の
と
り
こ
に
な
り
、
行
司
を

志
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
行
司

の
修
行
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

ユ
ー
モ
ラ
ス
た
っ
ぷ
り
に
話
し
、
 

聴
衆
を
わ
か
せ
て
い
ま
し
た
。
 

▲会場は笑いの渦 

三
人
晴
れ
て
巣
立
ち
 

し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
 

川
倉
児
童
館
で
三
月
二
十
六
日
、
 

川
倉
児
童
館
修
了
式
及
び
休
館
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
に
開

館
し
た
同
児
童
館
は
、
当
時
五
十

人
の
児
童
で
ス
タ
ー
ト
。
 昭
和
四

十
七
年
に
は
、
町
で
初
め
て
の
お

泊
り
保
育
を
行
う
が
、
児
童
数
の

減
少
に
よ
り
休
館
す
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
す
。
 

最
後
の
修
了
式
に
臨
ん
だ
の
は
、
 

年
長
組
の
工
藤
優
香
さ
ん
、
工
藤

淳
く
ん
、
三
潟
直
樹
く
ん
の
三
人
。
 

会
場
に
は
、
父
母
、
来
賓
、
年
中
 

・

年
少
組
等
約
三
十
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
 

修
了
式
で
は
、
中
谷
館
長
が

一

人

一
人
に
修
了
書
を
手
渡
し
た
後
、
 

式
辞
を
述
べ
「
少
し
ず
つ
成
長
し

て
き
た
皆
さ
ん
川
倉
小
学
校
へ
行

っ
て
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
激

励
。
 

続
く
 
「思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
」
 

で
は
、
年
中
・
年
少
組
が

「
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
、
仲
良
く
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
お
礼
を

述
べ
る
と
、
年
長
組
か
ら
も
「
私

達
、
小
学
校
へ
行
っ
て
も
頑
張
り

ま
す
、
皆
さ
ん
も
四
月
か
ら
第
一

保
育
所
で
沢
山
友
達
が
出
来
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
」
と
力
強
く
締
め

く
く
っ
た
。
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スパイスを上手に使う 

ぶ 料 
料理や材料で選ぶ 

ス
パ
イ
ス
は
香
辛
料

の
こ
と
で
、
植
物
性
の

調
味
料
で
す
。
料
理
に

独
特
の
香
り
や
辛
み
を

つ
け
て
味
を
引
き
立
て

た
り
、
食
欲
を
増
進
さ

せ
る
の
に
使
わ
れ
ま
す
。
 

ョ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
 

発
達
し
た
香
辛
料
は
、
現
在
、
 

千
種
類
を
超
す
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
 

料
理
に
使
わ
れ
る
一
般
的

な
香
辛
料
で
、
代
表
的
な
も

の
は
コ
シ
ョ
ウ
で
し
よ
う
。
 

コ
シ
ョ
ウ
科
の
種
を
乾
燥
さ

せ
て
作
り
ま
す
が
、
刺
激
性

の
辛
み
と
香
り
が
特
徴
。
肉

料
理
の
下
こ
し
ら
え
、
ラ

ー
 

メ
ン
を
食
べ
る
と
き
な
ど
に

は
欠
か
せ
な
い
隠
し
味
で
す
。
 

ガ
ー
リ
ッ
ク
は
ニ
ン
ニ
ク

の
こ
と
で
す
。
強
い
に
お
い

が
口
臭
と
し
て
残
る
の
で
嫌
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
主
に
西
洋
料
理
や
中
華

料
理
な
ど
で
、
「
っ
ま
味の
も
と
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

ナ
ツ
メ
ッ
グ
は
、
ほ
ろ
苦
さ
と
独

特
の
甘
い
香
り
が
特
徴
の
香
辛
料
で

す
。
マ
レ

ー
や
マ
ラ
ッ
力
な
ど
が
原

産
地
で
、主
に
肉
、魚
の
煮
込
み
料
理
、
 

力
レ
ー
、
ク
ッ
キ
ー
や
ド
ー
ナ
ツ
な

ど
を
つ
く
る
と
き
に
使
用
し
ま
す
。
 

シ
ナ
モ
ン
は
、
日
本
で
は
ニ
ッ
キ
 
 

名
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

キ
科
の
ニ
ッ
ケ
イ
の
樹
皮
を

せ
た
も
の
で
す
。
そ
の
甘
味

は
、
料
理
の
ほ
か
に
お
菓
子

も
適
し
て
い
ま
す
。
 

ガ
ラ
シ
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
が

力
大
陸
か
ら
持
ち
帰
り
、
世

ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
ス

パ
イ
ス
で
す
。
葉
や
種
に
辛

み
が
あ
り
、
香
辛
料
の
な
か

で
最
も
辛
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
 

選
 

食
欲
増
進
、
消
化
促
進
に
よ
 

、
・
 
いこ
と
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

国
の
料
理
に
使
わ
れ
て
い
ま

業

・
す
。
ピ

ー
マ
ン
は
、
辛
み
の

オ
 
弱
い
ト

ウ
ガ
ラ
シ
で
す
。
 

r
，
 

日
本
料
理
で
ス
パ
イ
ス
に

べ
 

当
た
る
も
の
に
は
、
サ
ン
シ

理
 
ョ

ウ
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
ワ
サ
ビ
、
 

力
ラ
シ
、
ユ
ズ
、
ミ
ツ
バ
、
 

ミ
ョ
ウ
ガ
、
シ
ソ
な
ど
が
あ

り
、
「
薬
味」
と
い
っ
て
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
料
理
や
材
料
に

よ
っ
て
、
香
辛
料
を
使
い
分
け
る
の

は
楽
し
い
も
の
で
す
ね
。
 



中
村
 
勝
雄
（
保
健
の
功
労
）
 

小
田
桐
昭
則
（
献
血
協
力
者
）
 

横
山
 
和
幸
（
同
）
 

阿
部
 
正
】
 （
同）
 

小
山
内
一
郎
（
同
）
 

中
谷
 
金
義

（
同）
 

山
中
 
清
則
（
同
）
 

松
橋
 
隆
三
（
同
）
 

斉
藤
 
正
弘

（
同）
 

四
 
褒
賞
規
則
第
四
条
第
五
号

石
井
 
洋
子
 

（納
税
組
合
の
功
労
）
 

武
美
（
同
）
 

徹
（
同
）
 

勉
（
同
）
 

成太今
田 田 

平
成
七
年
度
金
木
町
褒
賞
授
与

式
が
三
月
二
十
九
日
、
役
場
会
議

室
で
行
わ
れ
、
各
分
野
で
町
の
発

展
に
寄
与
し
た
自
治
功
労
と
特
別

功
労
の
褒
賞
者
合
わ
せ
て
四
十
五

人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

授
与
式
で
は
、
田
中
町
長
が
 

「各
位
に
は
、
町
発
展
の
業
績
に

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
 
 べ

ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
自
治
功
労
褒
賞
六
人

と
特
別
功
労
褒
賞
三
十
九
人
に
褒

賞
状
が
手
渡
さ
れ
受
賞
者
を
代
表

し
て
川
倉
宇
田
野
の
白
川
章
一
さ

ん
が

「
決意
も
新
た
に
町
発
展
の

た
め
微
力
な
が
ら
尽
力
し
て
い
き

た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
 
 

〇
自
治
功
労
褒
賞
 

褒
賞
規
則
第
三
条
第
五
号
 

秋
谷
 
修
一
一
 

（
町役
場
永
年
勤
続
）
 

鳴
海
 
八
嘉

（
同）
 

津
島
 
明
美
 

（
金
木病
院
永
年
勤
続
）
 

原
田
 
順
一
 （
同）
 

鈴
木
 

豊
（
同
）
 

大
橋
 
照
子

（
同）
 

⑨
特
別
功
労
褒
賞
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
三
号
 

奈
良
 
聖
一
 

（
金
木農
協
永
年
勤
続
）
 

丹
場
 
利
幸
（
同
）
 

松
尾
 
健

（
同）
 

松
川
 
絹
江
 

（
嘉瀬
農
協
永
年
勤
続
）
 

成
田
 
隆
守
 

（
商工
会
役
員
の
功
労
）
 

笹
木
 
昭
治
 

（
町内
事
業
所
永
年
勤
続
）
 

古
川
嘉
之
助
 

（喜
良
市
部
分
林
の
功
労
）
 

白
川
 
章
一
 

（
転作
組
合
の
功
労
）
 

鈴
木
 
正
則
（
同
）
 

浅
利
 

勇
（
同
）
 

木
下
 
俊
蔵

（
同）
 

小
山
内
高
志

（
同）
 

西
村
 
晃
一
 
（
同
）
 
 

岡
田
 
正
七
（
同
）
 

秋
谷
 
勇
助
（
同
）
 

櫛
引
 
政
雄
（
同
）
 

竹
内
 
義
就

（
同
）
 

中
谷
 
洋
一
 （
同）
 

大
佐
賀
幸
雄

（
防
犯の
功
労
）
 

内
海
 
勝
興
 

（
交通
安
全
の
功
労
）
 

桑
田
 
貞
三

（
同）
 

中
谷
 
新
勝
 

（
農林
業
へ
の
功
労
）
 

三
 
褒
賞
規
則
第
四
条
第
四
号
 

川
村
ハ
ッ
ェ
（
保
健
の
功
労
）
 

逢
坂
 
昭
子
（
同
）
 

秋
元
 
洋
子
（
同
）
 

対
島
 
テ
ル

（
同
）
 

※

褒
賞

規

則
 

第
三
条
第
五
号
 

町
の
職
員
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
二
十
年
以
上
 

在
職
し
、
誠
実
に
職
務
に
精
励
し
た
者
 

第
四
条
第
三
号
 

産
業
、
経
済
、
土
木
お
よ
び
交
通
等
の
振
興
発
展
に
貢
献
し
、
 

そ
の
功
績
が
特
に
す
ぐ
れ
た
者
 

第
四
条
第
四
号
 

社
会
の
福
祉
、
民
生
の
安
定
な
ら
び
に
保
健
衛
生
の
向
上
に
寄
 

与
し
、
そ
の
功
績
が
特
に
す
ぐ
れ
た
者
 

第
四
条
第
五
号
 

貯
蓄
、
納
税
、
消
防
お
よ
び
統
計
に
つ
い
て
著
し
く
貢
献
し
、
 

ま
た
は
す
ぐ
れ
た
成
績
を
あ
げ
た
者
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自治功労褒賞 

特別功労褒賞 

▲田中町長が一人一人に褒賞状を手渡す 



県内67市町村 

『ふるさと自慢』 

ーこれ 1冊で青森県の 

すべてがわかる 

ガイドブックの決定版― 

前回の「ふるさと自慢」から9年、 

再びの声にお応えし、内容を充実させ

て新発刊。県内67市町村の魅力を余す

ところなく集大成。 

県内書店にて好評発売中！ 

【発刊 青森県市長会・青森県町村会】 

定
内
 

◆A4版 全274ページ 

◆定 価 1,800円 

◆内 容 名所・旧跡・祭り・芸能・ 

特産品・交通・観光連絡先 

等を満載。 

◆役場斡旋価格 1,440円（限定100冊） 

◆
◆
 

な
ら
な
い
も
の
か
。
 

ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
に
よ
る
共
同

防
除

（
水稲
）
は
実
施
す
る

の
か
。
 

転
作
に
つ
い
て
、
代
替
地
の

あ
っ
せ
ん
を
し
て
欲
し
い
。
 

以
上
の
と
お
り
出
席
者
全
員

で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
 
 

れ
た
。
 

ま
た
、
各
事
業
所
と
も
出
稼

就
労
者
に
対
し
て
安
全
就
労

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
福
利

厚
生
等
に
関
し
て
充
分
な
気

遣
い
を
し
て
お
り
、
安
心
し

て
就
労
で
き
る
よ
う
配
慮
が

な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

へ
 

(
 

平
成
七

年
度
出

稼
農
業
者

等
特

別
対
策
事
業
 

出
稼
農
業
者
事

業
所
訪
問
 

平
成
七
年
度
出
稼
農
業
者
等
特
 
於
い
て
指
導
相
談
会
及
び
激
励
訪

別
対
策
事
業
に
係
る
、
出
稼
農
業
 
問
を
し
た
。
 

者
事
業
所
訪
問
を
、
二
月
二
十
六
 
指

導
相
談
会
で
は
、
田
中
町
長

日
か
ら
二
月
二
十
八
日
ま
で
の
三
 
中
谷
会
長
が
挨
拶
を
し
た
後
、
農

日
間
に
渡
り
、
田
中
町
長
、
中
谷
 
業
委
員
会
事
務
局
及
び
中
谷
会
長

農
業
委
員
会
長
等
三
人
が
、
愛
知
 
か
ら
農
業
委
員
会
業
務
内
容
、
生

県
西
尾
市
脚
寺
部
安
全
施
設
（
原
 
産
調
整
の
実
施
方
針
、
小
田
川
土

田
稔
他
六
名
）
、
愛
知
県
阿
久
比
 
地
改
良
区
賦
課
金
等
に
つ
い
て
説

町
脚
岡
戸
組
（
鳴
海

一
郎
他
七
名
）
明
を
し
た
後
、
田
中
町
長
か
ら
町

を
訪
問
し
、
会
社
並
び
に
宿
舎
に
 
政
全
般
に
関
す
る
状
況
報
告
が
な
 
 さ

れ
た
後
、
質
疑
要
望
事
項
に
入

り
、
主
な
内
容
と
し
て
 

新
食
糧
法
に
伴
う
米
の
配
分
 

（
限度
数
量
）
は
ど
う
な
の

か
。
 

平
成
九
年
度
以
降
の
転
作
面

積
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
て
行
く
の
か
。
 

嘉
瀬
地
区
で
は
、
野
菜
の
生

産
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、
町

か
ら
嘉
瀬
農
協
に
お
願
い
を

し
て
普
及
指
導
に
力
を
入
れ

て
欲
し
い
。
 

小
田
川
土
地
改
良
区
賦
課
金

が
高
す
ぎ
る
の
で
ど
う
に
か
 

  

  

  

、
一
 

▲件菊岡戸組の皆さん 

  

皆さん元気でした 

 

▼糊寺部安全施設の皆さん 
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も凡喝準。rk 。包 

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者

は
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
人
と
違
い
、
自

分
で
各
種
の
届
出
や
保
険
料
の
納

付
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

そ
の
た
め
、
 「役
場
が
遠
い
」
と

か

「忙
し
い
」
 
「う
っ
か
り
忘
れ

た
」
な
ど
の
理
由
で
、
保
険
料
を

納
め
忘
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
時
効
 

に
な
る
と
、
後
か
ら
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
将
来
受
け
る

は
ず
だ
っ
た
老
齢
基
礎
年
金
や
、
 

万
が

ー
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。
 

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
の
納
税
貯
蓄
組
合

や
婦
人
会
な
ど
の
納
付
組
織
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。
 

よ
ー
つ
 

鴛 

帯喬魯雷奮 'U 
l◇魯，鷲 

g
分

枚

枚

g
個
 

4
0半

8

1

2
01
 

●押しずし 

材料（ 4 人分） 

すし飯（米・水各 3 カップ 

を炊き上げる） 

10cm 
大サジ 4 
大サジ％

小サジ％ 

4 尾 

小サジ％ 

大サジ1 

作り方 

①すし飯をつくり、冷まして 2 
等分する。 

②あじは 3 枚におろし⑧でしめ

る。 

③かには薄いそぎ身にし、きゆ

うりは斜め切り、酢しようが

は千切りにする。 

だし昆布 

ー酢 
米 砂糖 

―塩 

小あじ 

⑧［葦 
かに 

きゆうり 

「青じそ 

⑧~のり 

L酢しようが 

卵 

食生活改善推進委員会 

今回は、 『元気で長生き』私

たちの主食であるお米の料理で

すa ヘルシーでサッパリとした

押しずしをお試し下さい。 

④押し型にラップを敷き、②と

③を並べ、上に⑧の半分と①

を広げ、残りの⑧と①を重ね

て押す。良く押したら型から

出して切る。 

⑤金糸卵を作り飾る。 

（小あじの代用に締め鯖を、型

の代用に菓子箱等を使用） 

お
ら
ほ
の
仲
間
っ
こ
 

ー

嘉
瀬
ふ
る

さ
と
を
探
る
会
ー
 

会
が
発
足
し
て
二
十
年
に

な
り
ま
す
。
 

嘉
瀬
村
に
は
、
史
跡
、
城

祉
が
あ
る
の
に
、
こ
れ
に
つ

い
て
の
歴
史
書
古
文
書
も
な

く
手
が
か
り
と
な
る
も
の
が

何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

そ
こ
で
、
村
の
神
社
、
お

寺
、
民
話
、
民
間
信
仰
、
芸

能
、
お
祭
り
な
ど
を
研
究
し
、
 

村
の
ル
ー
ツ
を
探
る
の
が
会

の
目
的
で
し
た
。
 

会
員
に
よ
る
史
跡
な
ど
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
実
地

踏
査
を
繰
返
し
、
一
年
間
の
集
大

成
を
 
「ふ
る
さ
と
の
か
た
り
べ
」
 

に
ま
と
め
小
冊
子
を
発
行
し
て
き

ま
し
た
。
 

県
外
在
住
者
か
ら
「
懐
か
し
い
」
 

「頑
張
っ
て
」
な
ど
激
励
を
い
た

だ
き
「
か
た
り
べ
」
発
行
も
第
十

集
に
な
り
ま
し
た
。
 

今
で
は
津
軽
半
島
縦
断
踏
査
か

ら
、
南
部
、
八
戸
方
面
ま
で
遺
跡

め
ぐ
り
を
続
け
て
い
ま
す
。
 

歴
史
は
ロ
マ
ン
で
す
。
 こ
の
町

内
に
も
先
人
が
歩
ん
だ
沢
山
の
文
 
 化

遺
産
が
眠
っ
て
い
ま
す
。
 

一
つ
の
地
名
で
も
、
私
た
ち
の

祖
先
の
生
活
の
場
を
物
語
る
無
形

文
化
財
で
す
。
地
名
に
よ
っ
て
私

た
ち
は
自
分
の
歴
史
を
確
認
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

探
る
会
は
、
先
人
の
文
化
遺
産

を
掘
り
起
こ
し
、
後
世
に
伝
え
遺

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
、
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
 

同
好
の
方
の
ご
入
会
を
待
っ
て

い
ま
す
。
 

HH II I川川広報かなぎ ② 

▲かたりべ第H集目指してガンバル会員の皆さん 
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(
 

r一一＜菱＞一一ーー一一一“＞αー一一一中＞くx＞一。＞、 

頭
痛
を
心
配
し
て
診
察
を
受
け

る
お
年
寄
り
が
多
い
で
す
が
、
こ

の
地
方
で
は
脳
卒
中
で
倒
れ
る
方

が
依
然
と
し
て
減
ら
な
い
た
め
で

し
ょ
う
か
。
頭
痛
は
心
身
に
過
度

の
ス
ト
レ
ス
が
加
わ
っ
て
い
る
こ

と
を
示
す
症
状
で
あ
り
、
と
き
に

は
生
命
が
危
険
な
状
態
に
あ
る
こ

と
を
伝
え
る
シ
グ
ナ
ル
で
す
。

一

方
で
は
、
全
く
何
ら
誘
因
が
明
ら

か
で
な
い
一
過
性
の
頭
痛
も
あ
り
、
 

医
者
の
面
倒
に
な
ら
な
く
と
も
市

販
の
鎮
痛
剤
で
回
復
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
頭
痛
を
引
き
起
こ
す

病
気
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
 

比
較
的
に
頻
度
の
多
い
病
気
に
つ

い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。
 

皆
さ
ん
が
よ
く
知
っ
て
い
る
頭

痛
に
神
経
痛
や
片
頭
痛
が
あ
り
ま

す
。
片
頭
痛
は
若
い
こ
ろ
に
症
状

が
現
れ
、
最
初
は

一
方
だ
け
の
拍

動
性
の
痛
み
で
す
が
、
と
き
に
は

頭
全
体
に
痛
み
が
走
り
、
吐
き
気
 
 や

体
の
し
び
れ
を
伴
い
、
く
も
膜

下
出
血
の
症
状
と
似
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
周
期
的
に
繰
り

返
し
て
症
状
が
出
た
り
、
痛
む
部

位
を
抑
え
る
と
痛
み
が
や
わ
ら
ぎ

意
識
状
態
が
は
っ
き
り
し
て
る
こ

と
な
ど
で
区
別
で
き
ま
す
が
、
症

状
や
診
察
で
適
切
な
診
断
を
下
す

こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
脳
や
血
管
の
異
常
が
な

い
か
を
知
る
た
め
に
更
に
精
密
検

査
を
受
け
る
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。
 

こ
の
片
頭
痛
は
脳
の
血
管
が
突
然

に
拡
張
す
る
こ
と
で
起
き
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
 

一
方
、
頭
頚
部
の
筋
肉
痛
が
原

因
と
な
る
頭
痛
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
頭
痛
は
精
神
的
な
緊
張
や
過
労

頚
椎
症
な
ど
で
首
や
頭
の
筋
肉
が

強
張
り
、
こ
の
血
行
が
悪
く
な
る

こ
と
で
生
じ
ま
す
。
片
頭
痛
の
よ

う
な
ズ
キ
ズ
キ
す
る
痛
み
と
異
な

り
、
重
苦
し
く
張
る
痛
み
で
す
。
 
 仕

事
が
基
に
な
っ
て
起
き
る
職
業

病
で
す
か
ら
慢
性
化
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
筋
肉
の
緊
張
を
や
わ
ら
げ

そ
の
血
行
を
良
く
す
る
こ
と
で
直

り
ま
す
。
し
か
し
、
薬
剤
に
よ
る

治
療
が
必
要
な
ほ
ど
に
痛
み
の
強

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
非
常
に
有

効
な
市
販
薬
が
あ
る
た
め
に
安
易

に
薬
に
頼
り
す
ぎ
て
常
用
し
、
胃

腸
病
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
長
期
間
の
服
薬
は
避
け
る

べ
き
で
す
が
、

一
度
専
門
医
に
相

談
す
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
 
 ま

た
、
こ
の
緊
張
性
頭
痛
の
患
者

さ
ん
の
中
に
は
高
血
圧
症
を
合
併

す
る
人
も
お
り
、
こ
の
頭
痛
が
あ

っ
て
診
察
を
受
け
、
偶
然
に
高
血

圧
症
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
 

そ
の
他
脳
卒
中
、
脳
腫
蕩
、
頭

蓋
内
血
腫
な
ど
に
よ
る
頭
痛
が
あ

り
ま
す
。
多
く
は
頭
痛
と
他
の
神

経
、
精
神
症
状
を
伴
い
ま
す
。
こ

れ
ら
に
よ
る
頭
痛
で
は
原
因
と
な

る
病
気
を
治
療
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
そ
し
て
、
脳
c
T
検
査
で

容
易
に
発
見
で
き
原
因
が
明
ら
か
 
 に

な
り
ま
す
。
頭
痛
が
あ
る
場
合

に
ま
ず
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
が
な

い
か
、
脳
に
病
気
が
潜
ん
で
な
い

か
を
知
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
こ

れ
ら
の
早
期
診
断
、
早
期
治
療
が

長
生
き
に
つ
な
が
り
ま
す
。
 

（
敬
称
略）
 

▼
町
立
保
育
所
へ
 

大
橋
 
昭
彦
（
芦
野
町
）
 

二
〇
O

、
〇
〇
〇
円

こ
の
ほ
ど
亡
く
な
ら
れ
た
第
一
一

保
育
所
主
任
保
母
大
橋
寿
々
子
さ

ん
の
香
典
の
一
部
を
保
育
所
の
皆

さ
ん
に
使
用
し
て
頂
き
た
い
と
寄

付
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
 

四
つ
の
保
育
所
で
、
そ
れ
ぞ
れ

子
供
達
の
た
め
に
使
わ
せ
て
頂
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
 

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

太
田
 
セ
ツ

（
雲
雀
ケ丘
団
地
）
 

三
、
〇
〇
O
円
 

角
田
 
ヒ
サ
（
本
町
）
 

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
 

沢
田
 
薫
 

（
下
鍛
冶町
）
 

六
、
七
六
〇
円
 

金
木
病
院
力
ル
テ
＠
 

頭

痛
に

つ
い

て
 

内
 
科
 

櫛
 
引
 
英
 
嗣
 

I つがる弁ク イ ズ I 
I このクイズは若い人の知らない、 聞し たことの無い津軽弁 I 
V を楽らく、再発見してもらおうと問題にしたものです。 	V 
i Q・ ~むたむたどかねんでなが」を標準語に直して下さい。 V 
V 正解者の中から抽選で3名様に素敵な記念品を差し上げま V 
I1 c?Aどん応募して下さい。 	 I 

V ハガキに住所、氏名、年齢、職業、電話香号を記入のうえ V 
x ①クイズの答 	②今月号のよかった記事 	8 
各 ③つまらなかった記事 ④ご意見‘ご感想を記入のうえ x 
l 〒O37-O2 金木町大字金木字朝日山323 	 x 
V 	 金木町役場企画室 	 x 
x までご応募下さい。 	 x 
8 応墓の締切は 5月2 旦当日消印有効。 	 8 

各 当讐首の発毛は 5月号に掲載します。 	 8 
x 3月号の答~あら、つまづいてしまったわ。」 	 x 
8 当選者は次の1名です。 	 8 
y 	 金 木 田 中 美智子 さん 	 x 

さんのご応募、貴重なご意見有難うございます。今回 g 
なかった方もこれにめげずどしどしご応募下さい。 ？ 
こおにこふ二に阜幕ニニ二；にこふにαふ』 



(7
7才
）
川
 
倉
 

(8
8才
）
中
柏
木
 

(6
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棟松中原浅 

藤詣方山谷田利 

タ政一 照 ト惣 
Il蓄三 lLと」 	― 

、~ 聖 コセ．刀か 白ワ さ 白7 
× 大 ノし にP 、 FP 

3月末現在 	前年同月比 

男 5,938人 	△ 58人 

女 6,555人 	△ 57人 

計 12,493人 	△ 115人

世帯数 3,894 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住

所
を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
掲
載
を
希

望
し
な
い
方
は
町
民
課
窓
口

に
届
出
の
際
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
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健 康 
でく 思母 や小 

たくましく丈夫に育って欲 
しい 	（母 沢田和美より） 
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2 人とも元気で明るく育ってほしい 
（母 中谷昭子より） 
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伝言板 
〇届けました 

3 月27日 金木字朝日

山328 栄忠食堂前の電話 

Baに小銭入れ、現金在中 

心当たりの方は、金木警

察署落としもの係りまで。 

〇係りから 

このコーナーを利用し 

たい方は役場企画室まで。 
優しさを忘れず元気に 
育て！! 	（母中谷美香より） 


